
市民の部 1 

【応募用紙】 

1.応募者概要 

氏 名または 

団体名 

（ふりがな： ほどがやさんちょくびん                                                     ） 

ほどがや産直便 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場合） 

（ふりがな：    わたなべ ひろこ   ） 
会員数 

（団体の場合） 
（令和２年３月現在）   ６名     （役職）     （氏名） 

代表       渡邉 廣子 

ホームページ 

アドレス 
 活動開始年月 平成 21 年 ７月  

活動地域 

（複数選択可） 

 １ 横浜市 （保土ケ谷） 区          ２ 横浜市全域 

３ その他（                                    ） 

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                            ） 

活動の目的や

ねらい 

地域農業の現状を学ぶと共に、地産地消を区民に拡げ、CO２削減・地場産業の発展と地域の活性を

めざすこと 

過去に受けた表彰

および受賞年度 

（例）横浜□□賞（平成○年度） 

 
２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容 

平

成

30

年

度 

・朝市街道 

・宿場朝市「ごうどいち」 

・保土ケ谷宿場まつり 

・ほどがや朝市 

・花フェスタ、区民まつり 

・まなぶん祭り 

・農産物直売所マップ更新 

・地域づくり大学校講師 

 

 

 

1,081 人 

400人 

700人 

2,500 部 

28 人 

朝市街道：旧東海道沿いを中心に、時計店、呉服屋さんなど（８

か所）のお店の前で、「ほどがや産野菜」を販売。 毎週火曜日 
宿場朝市「ごうどいち」：保土ケ谷宿で江戸時代から昭和 20 年

代頃まで開催されていた神戸市を現代風に復活。「ほどがや産野

菜」を販売。毎月第１日曜日 
保土ケ谷宿場まつり：区内飲食店の協力を得て、ほどがや産野

菜を３種類以上使った「ほどがや弁当」を販売。毎年 10月頃 

ほどがや朝市：区役所と協働で区役所前広場にて、農家さんによ

る農産物直売の朝市を実施。毎月１～２回 

花フェスタ（５月）、区民まつり（10月）：保土ケ谷区の２大

イベントに区役所と協働して出展。地産地消のパネル展示やクイ

ズの出題等により地産地消の推進を図っている。 

まなぶん祭り（保土ケ谷生涯学習フォーラム）：地域活動団体の

交流及び住民への活動アピールを行う場に参加し、ほどがや弁当

の販売や野菜の直売を行い、地産地消の PRを行っている。毎年

11月 

地域づくり大学校講師：地域づくり・まちづくりなどの地域活

動を学ぶ講座（区事業）で、地域で活動する団体として活動報告

令

和

元

年

度 

・朝市街道 

・宿場朝市「ごうどいち」 

・保土ケ谷宿場まつり 

・ほどがや朝市 

・花フェスタ 

・まなぶん祭り 

・農産物直売所マップ更新 

 

 

 

 

1,091 人 

200人 

700人 

2,500 部 

 

提出いただいた応募書類（規約・会則等、役

員名簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介

のため、ホームページ上に公開します。 
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や団体運営の説明、修了生へのフォローなどの協力を行った。 

令

和

２

年

度 

・朝市街道 

・宿場朝市「ごうどいち」 

・ほどがや朝市 

・小学校出前講座 

・農産物直売所マップ更新 

 

 

463人 

51 人 

6,000 部 

小学校出前講座：区内の小学校授業で、区内の魅力再発見の１テ

ーマとして地産地消に関する出前講座を実施。昨年、区役所が対

応した１校について今年度から一緒に対応。 

ほどがや農産物直売所マップ：平成22年度に作成し、地産地消の

PRに活用。現在は、区役所がマップの印刷、管理等を行っており、

更新時に協力をしている。 

※ 現在活動休止中の場合でも、今後継続して取り組む見込みがある場合は応募の対象とします。 
※ 新型コロナウィルス感染症の影響により、現在活動休止中の場合には、「詳細内容」の部分にその旨を御記入

ください。 
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３ 地域との関わり 

 

４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 
“ほどがや産直便”は、平成 20 年に区役所が開催した、保土ケ谷の都市型農業の現状や様々な地産地消につい

て学ぶ講座の受講生が、地産地消の推進と地域活性化を図るために立ち上げた団体です。講座で知った地元農家

や直売所のことを「地元の人にもっと広めたい。」「頑張っている地元の農家さんを応援したい。」という思いから、

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容 

自治会・

町内会と

の関わり 

・ほどがや弁当の販売 

 

 

自治会町内会のイベント等で、ほどがや産野菜を使った「ほどがや弁当」

を利用していただき、保土ケ谷産野菜及び地産地消の PRを行っています。 

 

学校との

関わり 

・小学生と飲食店のコラ

ボによるレシピ作成 

・小学校出前講座 

 

 

・区政 90 周年を記念して、小学生から「ほどがや産野菜を使ったレシピ

の作成」の企画提案を受け、区内農家、飲食店の調整役となり「保土ケ

谷産野菜カレー」を開発、販売を行いました。（平成 29年度） 

・区内の小学校授業で、区内の魅力再発見の１テーマとして地産地消に

関する出前講座を実施しています。依頼などに応じて都度対応している

が、令和２年度は区役所と協力して１校で講座を実施しました。 

他の市民

団体との

関わり 

・朝市街道 

・宿場朝市「ごうどいち」 

・保土ケ谷宿場まつり 

 

保土ケ谷区内の団体や個人が連携・協働・運営するまちづくり共同体であ

る「ほどがや人・まち・文化振興会」の構成団体の一つとして、各種イベント

等で野菜直売などを行い、地産地消の推進を図っています。（平成 25 年

度～） 

各活動の詳細は３ページ「最近３年間の主な活動」を参照 

企業等と

の関わり 

・小学生と飲食店のコラ

ボによるレシピ作成（再

掲） 

・ 「農産物直売所マッ

プ」掲載のほどがや野菜

使用店との仲介 

・平成 23 年に「ほどがや農産物直売所マップ」を“ほどがや産直便”が作成

し、地産地消の PR に活用しています。マップには、ほどがや野菜を使用す

る飲食店も掲載しており、更新の際には区役所と情報共有を図り、飲食店と

の仲介も担っています。 

 

行政との

関わり 

・ほどがや朝市 

・ 「農産物直売所マッ

プ」更新協力 

・地域づくり大学校への

講師参加 

 

 

・区役所と協働で区役所前広場にて、農家さんによる農産物直売の朝市を

実施。毎月１～２回（再掲）（平成22年度～） 

・平成 23 年に、「ほどがや農産物直売所マップ」を“ほどがや産直便”が

作成し、地産地消の PRに活用しています。現在は、区役所がマップの印

刷、管理等を行っており、更新時に当該団体の協力を得ています。 

・地域づくり大学校で、活動報告や団体運営の説明、修了生へのフォロ

ーなどの協力を行いました。（平成 30年度） 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

ほどがや生涯学習フォ

ーラム「まなぶん祭り」 

 

 

 

まなぶん祭りの実行委員会として、運営に携わり、地域活動団体のアピ

ールを行う場の確保にも積極的に取り組み、地域活性化に寄与していま

す。 
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区内の農産物直売所を案内するマップの作成を始めました。地産地消に関する講座や研修、現地の見学等により

知見を広めながら、区内の農家を１軒１軒訪ねて協力を依頼し、３年の年月をかけて直売所マップを完成させました。

この取組を通じて、多くの農家さんとの関係性を築くことができ、イベントや朝市で直売等を行っていただくことにつながりま

した。 

 
 

５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

 「ほどがや農産物直売所マップ」は累計で１万部以上発行しており、区内の各施設に配架する他、花フェスタ・区

民まつり、朝市などの各イベントで配布を行ってきました。保土ケ谷区庁舎で実施している朝市では、区役所にお越

しになった区民の方など、毎年 1,000 人以上の方が新鮮野菜を購入してくださっています。昨年の花フェスタでは 200

名の方にアンケートにご協力をいただき、地産地消の良い点を広く PR することができました。また、新たに区内に

転居されてきた方にも多く立ち寄っていただき、保土ケ谷区の農地や農家、直売所について知っていただくことがで

きました。 

 地域で活動する団体として、他の団体と協力して地域活性化にも取り組んでおり、「ほどがや人・まち・文化振興会」

のメンバーとして様々なイベント開催に携わったり、「まなぶん祭り」の実行委員会のメンバーとして運営に協力した

りと、地域活性化、団体連携の推進に貢献しています。 

 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

（１ページ「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。） 

 

 

 

６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

 今回のコロナ禍において、屋外で野菜の購入ができる直売所や朝市に注目してくださる方が増えたと感じて 
います。そのため、このような状況でも行政や地域の活動団体と協力しながら、住民の方が地場野菜を手にする 
機会や情報を提供し、「新鮮野菜の美味しさ」と「地産地消による環境へのメリット」を多くの方に知っていた 
だけるように取り組みを継続していきます。 
 また、行政機関においても地産地消を推進するため、イベントへの出展や朝市、情報発信など様々な取組を 
行っているので、引き続き協力をしながら地産地消の推進及び地域活性化に取り組んでいきます。 
 さらに、“ほどがや産直便”の活動を継続性のあるものとするため、イベント等を通じて活動に参加してくだ 
さる方を増やすための声掛けなども今後積極的に行っていきたいと考えています。 
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７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、第 28 回は、審査会場でのプレゼンテーション（自己アピール）を実施

しません。審査の参考とするため、最も注目してもらいたい取組・ＰＲポイントについて具体的に記入してください。 

【例】 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 
●一番成果があがっていると思う取組 
●他の団体と異なる自分たちの強み・独自性 
●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 
 

 “ほどがや産直便”の最も大きな成果は、「ほどがや農産物直売所マップ」の作成とそれを通じて地元農家 
さんとの関係性を構築したことです。 
 「ほどがや農産物直売所マップ」は当団体が結成当初に行った取組で、作成までに３年の年月を要した 
ものです。直売所の場所がどこか定まっていない状況でのマップ作成開始でした。そのため、ＪＡ各支店や 
周辺農家さんに直売所を紹介してもらい、１軒１軒訪ねて趣旨の説明と協力をお願いして回りました。 

この取組 によって区内の直売所が可視化できるようになり、当該マップは現在でも住民へ地元を知ってもら 
い、地産地消を PR するツールとして活用されています。 

また、この取組で地元農家さんと関係性を構築することができたため、当団体が関わっている様々なイベ 
ント等に農家さんが出店してくださり、住民が地場野菜を手にとり、地産地消を体験する機会を創出する 
ことにつながっています。 
 その他にも、農家さんを通じて区内で地場野菜を取り扱う飲食店の方とつながることで、学校・農家・ 
飲食店をつなげる役割を担うなど、農家さんとの関係性を構築できたことが様々な地産地消の取組を行う際 
の基盤になっています。 
 地産地消を広めるには言葉や絵で理解してもらうだけではなく、実際に食べて、感じて、良さを実感して 
いただくことが大切だと考えています。その点で、“ほどがや産直便”は地元農家さんとの関係性を基に、 
住民の方に地元野菜を直接提供する場を設けることができ、地産地消を推進するうえで非常に大きな強みを 
持っています。これはマップ作成時の地道な取組とこれまで取組を継続してきたことによる成果です。 
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詳細・補足資料 

〇“ほどがや産直便”の生い立ち（２００８～ ） 

  保土ケ谷の都市型農業の現状や様々な地産地消についての「講座」を学んだ受講生で、さらに地産地 
消を広げたいと「ほどがや産直便」というグループを立ち上げ、保土ケ谷の地域活性化に取り組んでい 
ます。 

     

       地産地消講座風景 
 
〇ほどがや農産物直売所マップの作成（２００８～２０１０） 

  保土ケ谷区まちづくり補助金を申請、３年かけて講座、研修、見学を重ね、２０１１年１月に完成。 
保土ケ谷には、畑、果樹園、田んぼもあります。 
・そこで作られている野菜や果物についてもっと知りたい。 
・生産者の顔の見える採れたての農産物を食べたい。 
・身近にある農産物の直売所を地域の人にもっと知らせ、頑張っている地元の農家を応援したい。 
そんな思いで「農産物直売所マップ」を作成しました。 

  現在は、直売所のみならず、ほどがや産野菜を使用している飲食店もマップに掲載し、地産地消の推

進を図るツールとなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
拡大版は別添資料参照 
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〇地産地消推進の取組 

１ まちなか農家さんのほどがや朝市の開催（２０１０～ ） 
   “ほどがや産直便”と区役所の協働により、農家さんの協力をいただき、区役所前広場で開催して 

います。 

   毎月第４金曜日の９時３０分から（野菜が多く採れる、５月、６月、７月、10月、11月、12月は 

第２土曜日も開催） 

       

 
 
２ 地産地消のＰＲ 

・花フェスタ、区民まつりへの出展 
  ・まなぶん祭り（ほどがや生涯学習フォーラム）、宿場まつり、フリーマーケット会場で野菜直売    

    
 

平成２９年度区民まつりの出展状況 
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３ ほどがや・人・まち・文化振興会（まちづくり共同体）（２０１３～ ） 

・朝市街道 
    旧東海道沿いを中心に、時計店、呉服屋さんなど（８か所）のお店の前で、農家さんが直接届け

る「ほどがや産野菜」を販売しています。  毎週火曜日１０時～ 

    
呉服屋さん前                シバタ商店前 

 蕎麦屋前 

 
・宿場朝市「ごうどいち」 

    保土ケ谷宿で、江戸時代から昭和２０年代頃まで開催されていた神戸市を現代風に復活。保土ケ 
谷宿ならではの名物やほどがや産野菜の販売   
毎月第１日曜日 １０時～ （８月、１月を除く） 
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・小学生等とのつながり  坂本小学校４年生 

    保土ケ谷区制９０周年を記念して、坂本小学校４年生が、ほどがや産野菜を使ったレシピを作り

たいと授業の中で企画しました。 
    ほどがや産直便は、ほどがや朝市への見学（７月）から相談を受け、農家さんの紹介など協力し

ました。 
    上星川にある日帰り温泉「満天の湯」が賛同。食事処の料理長が子供たちと共同して「保土ケ谷

産野菜カレー」を開発。 
    平成３０年２月１４日から１９日まで、食事処「山水草木」で販売しました。 
    その他、岩崎小学校、富士見台小学校、保土ケ谷小学校、子育てグループにおいて地産地消講座

を実施しました。 

    
完成した「保土ケ谷産野菜カレー」                 試食 

 
 
４ ほどがや弁当の販売 
  「食から伝えるほどがやの魅力」をテーマに保土ケ谷区産野菜を使った「ほどがや弁当」を開発しま

した。このお弁当は、旬のほどがや産野菜を３種類以上使っている点が特徴です。 

        

 

じゃがいも 
 
 

 
にんじん 

 
小松菜 
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